
1F1 水位・圧力に関するパラメータ
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用
環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計
測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような計器の
不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変化
の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 原子炉水位（燃料域)(A）（mm）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 原子炉水位（燃料域)(B）（mm）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 A系 原子炉圧力（MPa）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 B系　原子炉圧力（MPa）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 D/W圧力（MPa abs）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 S/C圧力（MPa abs）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 CAMS D/W(A) （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 CAMS D/W(B) （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 CAMS  S/C(A) （Sv/h）

0.0E+00

5.0E+00

1.0E+01

1.5E+01

2.0E+01

2.5E+01

3.0E+01

3.5E+01

4.0E+01

4.5E+01

5.0E+01

3/8 3/13 3/18 3/23 3/28 4/2 4/7 4/12 4/17 4/22 4/27 5/2 5/7 5/12 5/17

【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 CAMS  S/C(B) （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F-1　温度に関するパラメータ（代表点）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用環境条件を超えているも
のもあり、正しく測定されていない可能性のある計測器も存在している。プラントの状況を把握する
ために、このような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変
化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F-1　温度に関するパラメータ（給水ノズル及び安全弁排気温度）

0

25

50

75

100

125

150

175

200

225

250

275

300

325

350

375

400

425

3/2
0 

3/2
2 

3/2
4 

3/2
6 

3/2
8 

3/3
0 

4/1 4/3 4/5 4/7 4/9 4/1
1 

4/1
3 

4/1
5 

4/1
7 

4/1
9 

4/2
1 

4/2
3 

4/2
5 

4/2
7 

4/2
9 

5/1 5/3 5/5 5/7 5/9 5/1
1 

5/1
3 

5/1
5 

5/1
7 

5/1
9 

（
℃

）

給水ノズルN4B
（終端）

給水ノズル
N4B（内）

給水ノズル
N4C（終端）

給水ノズル
N4C（内）

安全弁排気
203-4A①

安全弁排気
203-4B③

安全弁排気
203-4C②

SR弁排気
203-3A⑥

SR弁排気
203-3B⑦

SR弁排気
203-3C⑧

SR弁排気
203-3D⑨

6

1

8

2 9

3

7

3/27以降、これまで継続監視してきた給水
ノズルN4Bと安全弁排気203-4Aの温度が
上昇してきたことから、同様の位置を計測し
ている他の計測点と比較するために計測
点を3/28 12:30より増やして採取する。
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用環境条件を超えているも
のもあり、正しく測定されていない可能性のある計測器も存在している。プラントの状況を把握する
ために、このような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変
化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 給水ノズルN4B（終端）温度（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 圧力容器下部温度（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 RPVベローシール(HVH-12A)温度（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 D/W HVH戻り（ HVH-12C）温度（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 S/Cプール水温度A（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F1 S/Cプール水温度B（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 水位・圧力に関するパラメータ
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原子炉水位（燃料域)(A）（mm）

A系 原子炉圧力(MPa)

D/W圧力（MPa abs）

S/C圧力（MPa abs）

【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用
環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計
測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような計器の
不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変化
の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 原子炉水位（燃料域)(A）（mm）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 原子炉水位（燃料域)(B）（mm）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 A系 原子炉圧力（MPa）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 B系　原子炉圧力（MPa）

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

2011/3/8 0:00 2011/3/18 0:00 2011/3/28 0:00 2011/4/7 0:00 2011/4/17 0:00 2011/4/27 0:00 2011/5/7 0:00 2011/5/17 0:00 2011/5/27 0:00

【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 D/W圧力（MPa abs）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 S/C圧力（MPa abs）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使
用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のあ
る計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような
計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 CAMS D/W(A) （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 CAMS D/W(B) （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 CAMS S/C(A) （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 CAMS S/C(B) （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F-2　温度に関するパラメータ（代表点）
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逃し安全弁漏洩検出器
RV-2-71A

主蒸気隔離弁漏洩検出器
2-86A

圧力容器支持スカート上
部温度

圧力容器ドレンパイプ 上
部温度

D/W HVH戻り温度(HVH-
16A)

原子炉抑制室ガス温度

圧力容器下部温度（底部
ヘッド上部）

CRDハウジング 上部温度

S/Cプール水温度A

S/Cプール水温度B

S/Cへ

【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用環境条件を超えている
ものもあり、正しく測定されていない可能性のある計測器も存在している。プラントの状況を把握
するために、このような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用
して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。

※実線枠は計器不良



1F2 給水ノズル　N-4B 温度（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受
けて、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正し
く測定されていない可能性のある計測器も存在している。
プラントの状況を把握するために、このような計器の不確
かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を
使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 圧力容器下部温度（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受
けて、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正し
く測定されていない可能性のある計測器も存在している。
プラントの状況を把握するために、このような計器の不確
かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を
使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 D/W HVH戻り(HVH-16A）温度（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受
けて、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正し
く測定されていない可能性のある計測器も存在している。
プラントの状況を把握するために、このような計器の不確
かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を
使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 S/Cプール水温度A（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受
けて、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正し
く測定されていない可能性のある計測器も存在している。
プラントの状況を把握するために、このような計器の不確
かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を
使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F2 S/Cプール水温度B（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受
けて、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正し
く測定されていない可能性のある計測器も存在している。
プラントの状況を把握するために、このような計器の不確
かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を
使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 水位・圧力に関するパラメータ
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用
環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性のある計
測器も存在している。プラントの状況を把握するために、このような計器の
不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変化
の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 原子炉水位（燃料域）（A）（mm）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 原子炉水位（燃料域）（B）（mm）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 A系原子炉圧力（MPa）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 B系原子炉圧力（MPa）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 D/W圧力（Mpa abs）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 S/C圧力（Mpa abs）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の
使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可能性
のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するために、この
ような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情
報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 CAMS D/W（A） （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常
の使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可
能性のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するため
に、このような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から
得られる情報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断してい
る。



1F3 CAMS D/W（B） （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常
の使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可
能性のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するため
に、このような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から
得られる情報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断してい
る。



1F3 CAMS S/C（A） （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常
の使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可
能性のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するため
に、このような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から
得られる情報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断してい
る。



1F3 CAMS S/C（B） （Sv/h）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常
の使用環境条件を超えているものもあり、正しく測定されていない可
能性のある計測器も存在している。プラントの状況を把握するため
に、このような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から
得られる情報を使用して変化の傾向にも着目して総合的に判断してい
る。



1F-3　温度に関するパラメータ（代表点）
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RPV ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄ温度

RPV 胴ﾌﾗﾝｼﾞ下部温度

RPV 胴ﾌﾗﾝｼﾞ

RPVﾍﾞﾛｰｼｰﾙ

給水ﾉｽﾞﾙ N4B 温度

RPV 底部ﾍｯﾄﾞ上部

主蒸気隔離弁 2-86A ﾘｰｸ
ｵﾌ温度

逃し安全弁 2-71D 漏洩

逃し安全弁 2-71F 漏洩

圧力容器下部
（下部ヘッド）

D/W HVH戻り温度

S/Cプール水温度A

S/Cプール水温度B

【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受けて、通常の使用環境条件を超えているも
のもあり、正しく測定されていない可能性のある計測器も存在している。プラントの状況を把握する
ために、このような計器の不確かさも考慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変
化の傾向にも着目して総合的に判断している。

S/Cへ



1F3 給水ノズル　N-4B 温度（℃）
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【留意事項】
各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受け
て、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正しく測
定されていない可能性のある計測器も存在している。プラン
トの状況を把握するために、このような計器の不確かさも考
慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変
化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 圧力容器下部温度（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受け
て、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正しく測
定されていない可能性のある計測器も存在している。プラン
トの状況を把握するために、このような計器の不確かさも考
慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変
化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 RPVベローシール温度（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受け
て、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正しく測
定されていない可能性のある計測器も存在している。プラン
トの状況を把握するために、このような計器の不確かさも考
慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変
化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 D/W HVH戻り温度（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受け
て、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正しく測
定されていない可能性のある計測器も存在している。プラン
トの状況を把握するために、このような計器の不確かさも考
慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変
化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 S/Cプール水温度A（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受け
て、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正しく測
定されていない可能性のある計測器も存在している。プラン
トの状況を把握するために、このような計器の不確かさも考
慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変
化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F3 S/Cプール水温度B（℃）
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【留意事項】

各計測器については、地震やその後の事象進展の影響を受け
て、通常の使用環境条件を超えているものもあり、正しく測
定されていない可能性のある計測器も存在している。プラン
トの状況を把握するために、このような計器の不確かさも考
慮したうえで、複数の計測器から得られる情報を使用して変
化の傾向にも着目して総合的に判断している。



1F5/6 原子炉水温度、使用済燃料プール温度推移� 
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1 F6 原子炉水温度推移� 
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